
ST-LONG管による管橋補修技術
ST-LONG管による5.5ｍを超える管橋の補修方法（2026年度SOP化）

管路設備で橋を渡る設備（管橋）の補修方法としてST-LONG管による補修方法がありますが、
施工長5.5ｍまでの適用でした。そこでキャンバー付き継手の開発により5.5ｍを超える管橋
設備での補修方法を確立しました。

技術の概要

補修前 補修後

施工事例（能登半島地震での災害復旧にて）
5.5ｍ以上ある添架管路が地震で座屈しましたが、キャンバー付き継手によるST-LONG管
補修により管橋設備として補修を可能にしました。

お問い合わせ先

（2026.05）

技術の特徴

キャンバー付き継手（角度がある継手）によるたわみ基準（L/300）をクリア。
上向きに角度でST-LONG管を安定させるための回転防止スペーサによる安全対策の確立。

半割ソケット

角度付き梁構造

基準たわみをクリア5.5ｍ以上

梁の回転防止
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